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SSH研究成果報告会 2月12日

豊かな可能性を開花させ

持続可能な社会の創り手となる

自らの人生の舵取りをし

自分で考え

変化の激しい不確実な時代に

観音寺一高は希望（のぞみ）、矜恃（ほこり）、使命感を有し、豊かで活力ある未来社会の
創造のために学び続ける人を育成します。

【参加者の感想（抜粋）】
・今回大学の先生からかなりたくさん助言をいただいたのでそれを
今後は解決していきたい。（2年）
・実験を通してどうすれば見やすいか、相手に伝わりやすいかを考
えるいい機会になった。（2年）
・自分たちができるかぎり詰めて研究したつもりでも、初めて聞い
た人からの質問ではっとさせられるものがあったのでもっと客観
的に自分たちの探究を分析することが大事だなとおもいました。
（2年）
・やはりタイトルをみて、この発表をみようとなるのでみたくなる
ようなタイトルが大事だと思った。（2年）
・知らない人の前で自分が体験したことを語るのがすごく楽しかっ
た。特に、自分が聞いた話で興味を持ったものに、聞いてくれて
いる人も興味を持ってくれているのが分かる時があり、凄く気持
ち良かった。（1年）
・台本通りに説明するのではなく、相手の方を向いて自分の言葉で
伝えようとする姿勢が一番印象に残った。他にも、質問を受けた
際にしっかりと自信を持って説明できる程度の知識を蓄えておく
こと、基本的なことだが、後ろの方にいる相手にも聞こえる声量
で発表することも大切だと思った。（1年）
・自作装置での研究素晴らしかったです。（保護者）
・普段の生活の中で課題を見つけて面白かったです。（保護者）
・密集しているのでもう少し大きい声で発表して欲しい。（保護者）
・卒業生の成長を強く感じた。（中学校教員）
・字が小さくポスターが見づらい。（保護者）
・一生懸命さが伝わってきた。（高校教員）
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